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男 女 男 女
計
眼筋型 8 3 23 30 64
全身型 37 42 60 124 263











































































































症例 MG症状 胸腺腫臨床病期 照射
再発まで
の期間 治療 経過
1) 40歳 ♂ 眼筋型 III なし 4年 摘出術・化療 死
（17年6月後，腫瘍死）





3) 33歳 ♀ 全身型 III  40 Gy 4年11月 摘出術・化療 死
（術後10年，MGも関与か？）
4) 59歳 ♀ 全身型 IVa  55 Gy 2年4月 摘出術・化療 死
（術後6年，腫瘍死）
5) 51歳 ♂ 眼筋型 IVa  40 Gy 5年6月 試験開胸 死
（術後6年，腫瘍死）
6) 44歳 ♀ 全身型 II なし 8年1月 摘出術・化療 生
（術後15年，正常生活中）
7) 37歳 ♀ 全身型 III  30 Gy 4年11月 摘出術・化療 生
（術後7年，正常生活中）













































1) Blalock,A.,Mason,M.F.,Morgan,H.J., et al.
(1939) Myasthenia gravis and tumors of the
 
thymic region. Ann. Surg., 110,544-560.
2) Patric, J. and Lindstrom, J. (1973) Autoim-
mune response to acetylcholine receptor. Sci-
ence,180,871-872.





4) 小野寺宏 (2000) 重症筋無力症の分子免疫学．
Molecular Medicine,37,122-129.
5) 大内将弘，近内利明，清水雅之ほか (1999) 高齢
者（65歳以上）重症筋無力症に対する胸腺摘出術
の治療経験と問題点．胸部外科，52,1095-1100.
6) 大内将弘，庄司好巳，吉田 出ほか (1992) 急性
劇症型重症筋無力症の治療経験．日胸外会誌，40,
265-272.
7) Masaoka,A.and Monden,Y. (1981) Compar-
ison of the results of trnssternal simple,trans-
cervical simple, and extended thymectomy.
Ann.NY.Acad. Sci.,377,755-764.
8) Yim, A.P.C., Izzat, M.B., Lee, T.W., et al.




9) 伊藤直樹，平山恵造，馬場雅行ほか (1983) 重症
筋無力症におけるステロイド，胸腺摘除併用療法．
臨床神経，23,338-346.
10) 大内将弘，庄司好巳，中目貴彦ほか (1993) 胸腺
腫を伴う重症筋無力症の治療．胸部外科，46,48-
53.
11) 鈴木靖士，小野寺宏，田郷英昭ほか (2001) 重症
筋無力症における胸腺摘出術前後でのケモカイン
受容体発現細胞の変化．Neuroimmunology, 9,
86-87.
154 大内－重症筋無力症の治療
